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 2021年１月５日 

各 位 

会 社 名 株式会社ＪＦＬＡホールディングス 

代表者名 代表取 締役社長  檜 垣  周 作 

 （コード番号 3069 JASDAQ） 

問合せ先 広報・IR・CSR 室長 馬場 康尚 

 （TEL.03-6311-8892） 

 

子会社の異動及び新規事業開始に関するお知らせ 

 

株式会社ＪＦＬＡホールディングス（東京都中央区、代表 檜垣周作、以下「当社」といいます。）

は、株式会社ドーム（東京都江東区、代表取締役 安田秀一、以下「ドーム社」）から、トップアス

リートを中心にスポーツ愛好家まで幅広いお客様の身体機能・身体能力を高めることを目的に設

立されたパフォーマンス開発機関であるドームアスリートハウス事業（以下 DAH事業といいます。）

を譲り受け、同時に健康増進に関する新規事業（ウェルエイジング事業）を開始することといた

しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．取得の目的や経緯 

 当社グループでは、「食を通じた新たな価値の創造と提供」をミッションに「新たな価値を生み

出すブランド創出のための転換と販売手法の多様化」、「さらなる価値を生み出す事業ポートフォ

リオの構築」そしてそれを支える「多層的な収益構造の確立と安定成長」の３点を中長期戦略の

テーマとしております。 

 ドーム社は、「スポーツを通じて社会を豊かにする」をミッションに世界的スポーツブランド「ア

ンダーアーマー」など各種スポーツ用品の製造、販売を行う「スポーツプロダクト事業」ならび

に専門的かつ科学的な情報をもとにシステマチックなトレーニングを提供することで身体機能・

身体能力の向上をサポートする日本唯一のアスリート専用の機関を有する「パフォーマンスディ

レクション事業」を行ってきました。 

  

 今回、当社が譲り受ける「パフォーマンスディレクション事業（DAH事業）」を通じ当社が保有

する日本古来の醸造及び発酵技術ならびに乳業事業が持つ乳加工技術や乳酸菌を活用することで、

トレーニングと食事・食材を結び付け提供することで、これまでにないより効率的な健康増進に

役立てることを目的としています。 

 当社グループでは、日本を代表するトップアスリートに加え J リーグに所属するチームへの食

事や飲料を提供し、アスリート向けの商品開発を進めており、そのノウハウを活用し将来的には

「アスリート」「高齢者」「成人」「学生」「幼児」にセグメントを分け、目的別にトレーニングと商
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品開発・提供を行うことを計画しています。また、介護施設の運営を行っており、高齢者に対し

てトレーニングと食事を通じて、より効率よく健康増進・維持できる身体機能・身体能力を高め

る商品の開発を進めています。 

 

今後は、既存の DAH 事業旗艦店の事業拡充や DAH ブランドの店舗展開に加え、当社グループの

経営資源やノウハウを加味した健康食品・飲料の開発や販売を行ってまいります。当社グループ

の更なる成長戦略の実現、事業ミッションの実現に向けた最適なパートナーであるドーム社とと

もに、「ニューノーマル」市場において、最適な事業ポートフォリオを構築すべく、今後も引き続

き事業の選択と集中を行ってまいります。 

 

２．異動する会社の概要 

（１） 名 称 株式会社 DAH 

（２） 所 在 地 東京都江東区有明 1-3-33 

（３） 代 表 者 の 役 職 ･ 氏 名 代表取締役社長 島村 健史 

（４） 事 業 内 容 トレーニングジムの管理・運営他 

（５） 資 本 金 １百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2020年 11月 17日 

（７） 大 株 主 及 び 持 株 比 率 株式会社ドーム 100％ 

（８） 上場会社と当該会社の関係 
資本関係、取引関係、人的関係いずれも該当事項はござ

いません。 

 

３．株式を取得する相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社ドーム 

（２） 所 在 地 東京都江東区有明 1-3-33 

（３） 代 表 者 の 役 職 ･ 氏 名 代表取締役社長 安田 秀一 

（４） 事 業 内 容 各種スポーツ用品の製造・販売 

（５） 資 本 金 90百万円 

（６） 上場会社と当該会社の関係 
資本関係、取引関係、人的関係いずれも該当事項はござ

いません。 

 

４．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

 当社は、ドーム社から会社分割によって承継した株式会社 DAHの発行済株式の 86株（86％）を

取得いたしました。取得価額につきましては、株式譲渡相手先との株式譲渡契約における守秘義

務を踏まえ、開示を差し控えさせていただきます。 

 

５．今後の見通し 

連結業績に与える影響は軽微です。 

以上 


